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お年玉は、歳神様からの贈り物 2008/12/23 16:44 

  

正月は子孫に無病息災と豊穣を 

  

もたらす歳神様をお迎えする時。 

  

  

私事ではありますが私が小学生の頃（昭和20年代後半から30年代半ば）、我が家では毎

年、仕事先の人も親戚も交えた盛大な新年会が開かれておりました。子供心に思い出すの

が、この時に頂く「お年玉」の何と嬉しかったことか。 

  

来たそうそうに「はい」といってくれるお客様は大歓迎、中には帰り際にくれる人もい

て、「忘れているのかな～」と心配しながら待っていたのが、今となってはなつかしい思

い出です。 

  

最近のエントリーは血圧の上がるようなテーマが多いので、頭を冷やす意味でお正月を

控えて、改めて日本人にとって「お正月とは？」を考えてみたいと思います。お馴染み伊

勢雅臣氏の「国際派日本人養成講座」NO528からの紹介です。 

  

正月行事と先祖の祈り 

  

  

 
靖国神社のお正月風景（平成20年） 

  
  

■１．元旦とともに東からやってくる歳神様■ 

 

 現在の暦では正月は冬のさなかで、「新年」という実感には乏しいが、旧暦では来年の

元日は２月１日。冬至と春分の中間にあたる立春のあたりで、寒さはまだ厳しいだろう
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が、少しずつ日が長くなり、春の訪れが感じられる時期である。 
 
   旧暦は月の満ち欠けに基づく太陰暦なので、大晦日（おおみそか）は闇夜だが、元日の

夜には細い弓のような「新月」が現れ、新しい月が始まる。 
 
    その闇夜が明ける卯の刻（午前６時）に、歳神様が東の方からやってくる。歳神様は正

月様とも呼ばれるが、祖先の御霊（みたま）である。わが国では、死者が子孫を見捨て

て、自分一人、天国や西方浄土に行ってしまうとは考えなかった。祖先 の霊は子孫をい

つも見守ってくれている一家の守護神であり、 同時に豊作をもたらす穀霊でもあった。 

 

 歳神様のお陰で、一家が一年を無事に過ごせたことに感謝し、また新しい年も幸福に過

ごせるようにお祈りする。年末から年 始にかけて様々な行事があるが、それらのほとん

どは、歳神様をお迎えするためのものなのである。 
 
 その由来を辿ってみれば、我々の先祖が、一つ一つの行事にどのような祈りを込めてき

たのか、思い出すことができるだろう。 
 
■２．歳暮、餅つき■ 

 

 年末には親やお世話になった人々にお歳暮を贈る。歳暮とは、文字通り「歳の暮れ」を

指すが、もともとは、歳の暮れになって歳神様に米、餅、魚などをお供えしたのが始まり

だった。それが都会に出て帰省できない子供や遠方の親戚が、本家の祭壇にお供えしても

らうよう、供物（くもつ）を贈るようになり、それとともに両親の長寿を願ったのが、お

歳暮という習慣に変わっていった。 
 
 お歳暮として塩ザケや塩ブリが好まれたが、これらは「年取り肴（さかな）」と呼ば

れ、年越しの食膳には必ず出されたものである。長期保存ができる点も重宝がられた。    
 
    年末には餅つきをして鏡餅を作る。鏡餅も歳神様への供え物であり、またご降臨された

年神様が家の中で鎮座される場所だった。 
 
    もともと餅は神様に供える神聖な食べ物と考えられていた。鏡餅と呼ばれるのは、昔の

鏡が円形だったからで、丸い形は神の御霊を象徴している。大小二つ重ね合わせるのは、

月（陰） と日（陽）を表して、月日をめでたく重ねる、あるいは、福徳を重ねるという

意味が込められていたようだ。 
 
■３．大掃除、門松、注連（しめ）飾り■    
 

 年末には大掃除もする。これは歳神様をお迎えするために住居のお清めをする「すす払

い」に由来する。住まいが清められて、人間の方もすがすがしい気持ちで新年を迎えるこ

とができる。 
 
 それに門松。これは歳神様が迷わずにご降臨されるために門につける目印である。とく

に松が飾られるようになったのは平安時代からで、松は古くから神が宿る木と考えられて

いたためだ。さらにまっすぐに節を伸ばす竹が、長寿を招く縁起物として門松に添えられ

るようになった。 
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 玄関口や神棚には「注連（しめ）飾り」をつける。神社でしめ縄を張るのと同じで、家

の中が歳神様を迎える神聖な場所である事を示す。しめ縄の簡略化されたものが、しめ飾

りや輪飾りである。 
 
    「年男」とは現代ではその年の干支に当たる人を指すが、もともとは歳神様をお迎えす

る準備を取り仕切る人を意味した。室 町幕府や江戸幕府では、古い儀礼に通じた人が任

ぜられたが、一般の家庭でも家長、あるいは、長男などが当たるようになった。 
 
    年男は正月が近づいた暮れの大掃除から、門松や注連飾りなどの飾り付け、鏡餅や若水

などの歳神様への供え物、おせち料 理の準備など一切を取り仕切る。 
 
    こうして清められ、供え物も整った所に、いよいよ歳神様をお迎えするのである。 

  

 
 日の丸で飾られた靖国通りです 
 
■４．大晦日■ 

 

 １年の最後の日を「大晦日（おおみそか）」と呼ぶ。 
 
    大晦日の「晦」は「暗い」という意味で、この日は月の出ない闇夜だからである。月の

満ち欠けを基準にする旧暦では、毎月の最後の日が闇夜だったので、その日を「晦日（み

そか）」と言った。そして一年の最後の「晦日」を、「大晦日」と呼んだのである。 
 
    大晦日は「おおつごもり」とも言う。「つごもり」は「月籠もり」が転じたものであ

る。この夜は月が籠もって姿を現さな い。翌晩に出てくるのは新月であり、それが徐々

に半月になり、満月へと成長していく。その後はまた次第に細っていき、「月籠もり」を

迎える。我々の先祖は月の満ち欠けに人間の生死と 同じサイクルを観じていたのであ

る。 
 
    古くは一日の終わりは日没と考えられていたので、一年の終わりは大晦日の日没時であ

る。それとともに新年が始まる。そして大晦日の晩は身を清め、寝ないで翌朝の歳神様の

ご来臨を 待つ。 
     
   大晦日の晩を「除夜」とも言うが、「除く」とは「押しのける」という意味で、「古い
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年を押しのけて新年を迎える夜」という意味がある。あるいは、「寝ないで朝まで起きて

いるので、夜が除かれるから」という説もある。 
 
■５．初詣、除夜の鐘、おみくじ■ 

 

 大晦日の夜は、神社では境内で火を焚き、夜を徹して神主が罪や穢（けが）れを清める

大祓（おおはら）えを行う。一家の長は、氏神の社に除夜から翌朝まで籠もって歳神を向

かえる。これを年籠り（としごもり）と呼んだ。 
 
    この年籠もりが、大晦日の「除夜詣」と元日の朝の「元日詣」の２つに分かれ、後者が

現在の「初詣」の原型になった。 
 
    寺院では、午前零時を前にして除夜の鐘をつき始め、１０８回鳴らす。これは中国の宋

代に始まった慣習だが、静かな夜更 けに響く鐘の音は、いかにも荘厳な雰囲気を盛り上

げる。年神 様を迎える聖なる時にいかにもふさわしい。 
 
    異国から伝えられた仏教行事も八百万の神々のおわすわが国では、土着の慣習に自然に

融合しているのである。 
 
    初詣の際に、おみくじを引くようになったのは、江戸時代ごろからのようであるが、く

じによって神意をうかがうことは、 そのはるか昔から行われていた。鎌倉時代には、農

村で用水を田に引く順番を決めるときや、漁村で漁場の割り当てを決めるときに、話し合

いがつかない際には、村人たちがそれぞれ名前を紙片に書き、神主がお祓いをしてから紙

片を引いて決めた。 
 
   「神仏の配慮は公平」と信じられており、おみくじは、地域共 同体を円滑にまとめる手

段であった。日本の神様はこんな所でも助けてくれる。 
 
■６．「神人共食」■ 

 

  歳神様のご降臨の前、午前４時頃に最初に井戸から汲む水を「若水」といった。これも

歳神様にお供えするものである。 
 
    若水を汲むことを「若水迎え」と言って、その途中で人に出会っても話をするのは厳禁

とされた。神棚に供えたあとの若水を飲めば一年の邪気を除くと信じられていた。 
 
    おせち料理は、もともと季節の変わり目として何回かある節句の時に歳神様にお供えす

る「お節料理」だった。やがて、節句のなかでも正月がもっとも重要なものということか

ら、正月料理を指すようになった。 
 
    またお雑煮は、歳神様に供えた餅を神棚から下ろし、それを野菜や鶏肉、魚などを煮込

んで作る。関西では丸餅を使うが、これは現在でも歳神様に供えた鏡餅をかたどっている

ためと言われている。 
 
  おせち料理やお雑煮などを食べるのに使う祝い箸は両端が細くなっている。これは一

方で歳神様が食べられるからである。このように歳神様と家族とで一緒に食事をすること
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を「神人共食」という。 
 
    どこの国でも、お客に食事を出して一緒に食べることが、お互いの親密度を高める手段

となっているが、それが神様にまで適用されているのが、わが国の面白い所である。日本

の神様は一神教のように天地を創造した超越神ではなく、子孫の家に上がり込んで饗応を

受ける、気さくな親しみ深い存在なのである。  
  

 
 地元の氷川神社は静かでした    
     
■７．数え年とお年玉■ 

 

  元旦に飲むおとそは、もともとは中国の唐代から飲まれるようになった薬酒の一種で

「お屠蘇」と書く。「悪鬼を屠（ほふ）り、死者を蘇らせる」という意味で、こう書く

と、日本人の感覚からするとややグロテスクである。 
 
    元旦にお屠蘇を飲む習慣は、平安時代に日本に伝わって、宮中の元旦の儀式として取り

入れられ、やがて庶民の間にも広まっていった。御神酒を神様に供えるという日本古来の

風習との親和性があったからだろう。除夜の鐘と同じく、異国の習慣でも、古来からの日

本の風習と親和性があるものは、素直に取り入れる所に、我が祖先の柔軟性が窺われる。

 
    数え年では、元日に家族全員が一斉に年をとる。だから、古い年を無事に過ごし、新し

い年を一緒に迎える正月は、格別のものがあったろう。西洋流に個人毎に異なる誕生日を

持つという風習が広まって以来、年をとるということは、ひどく個人的な営みになってし

まった。 
 
    一緒に年を取るのは家族ばかりではない。家で飼っている牛 や馬、臼や鍋、釜、包

丁、鉈などの道具も一緒に年をとると考え、餅を供えたりする。動物や道具も一緒にこの

世で生を営んでいるという仲間意識のようなものを持っていたからであろう。 
 
    正月に子供たちが貰うお年玉は、もともとは歳神様からの贈り物だった。歳神様にお供

えした餅を下ろし、年少者に分け与えたのが始まりと言われている。地域によっては、歳

神に扮装した村人が元旦に各家庭を回って、子供たちに丸餅を配って歩く風習がいまだに

続いている。 
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■８．鏡開き、小正月■ 

 

  １月１１日には、歳神様に供えた鏡餅を下ろして、雑煮や汁粉にして食べる。これを

「鏡開き」と言う。歳神様が宿っている鏡餅に刃物を入れるのは忌むべきことなので、手

や木槌で割る。また「切る」「割る」とは縁起の悪い言葉なので「開き」と言いかえる。

 
昔の武家では、鏡餅で作った雑煮や汁粉を主君と家来が揃って食べ、商家でも主人と使

用人たちが一緒に食べた。「神人同食」と同様、同じ食物を共に食べることで、親密さを

深めることができるのである。 
 
１月１５日を「小正月」という。新年の最初の満月の日である。この日の朝には小豆が

ゆを食べる習慣があった。小豆のような赤い色の食べ物は、身体の邪気を払うと考えられ

ていた。めでたい時に、赤飯を炊くのもこの理由からだろう。 
 
この日の前後に「左義長」または「どんど焼き」「どんど祭り」などと呼ばれる火祭り

が行われる。正月に飾った門松やしめ飾りを、神社や寺院の境内に持ち寄って燃やす。そ

の時の煙 に乗って、新年に訪れた歳神様が天上に帰って行く。 
 
   この時に、餅や芋、だんごなどを棒に刺して、焼いて食べると、その年は無病息災であ

ると信じられていた。 
     
■９．ハレとケ■ 

 

古来から日本人はハレの日とケの日を厳密に分けていた、と いう民俗学の説がある。

ケの日はふだんどおりの日常生活を送るが、それが続くと次第に生きるエネルギーが枯渇

してくる。それが「ケ枯れ」（汚れ）である、という。 
 
「ケ枯れ」を回復するために、人々はハレの日の祭事を行う。日常を抜け出して、「晴

れ着」を着たり、神聖な食べ物である赤飯や餅を食べたり、酒を飲んだりする。 
 
正月は、そのハレの日の中でも中心的なものであった。禊ぎをして身のケガレをとり、

家のお祓いをして、歳神様をお迎えする。歳神様は一家の守護神であり、また豊穣の神で

もあった。この慈愛あふれる歳神様と酒食を共にすることで、人々は新たなる年に向かう

エネルギーをいただく。 
 
 我々の祖先は、こうした豊かな世界観に基づいて、正月行事を行い、そこから新しい一

年に向かうエネルギーを得ていたのである。 
                     

 
 
 
  
  

カテゴリ： コラむ    フォルダ： 指定なし コメント(6) 
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タグ： 正月  無病息災  豊穣  歳神様  守護神  供物  長寿  鏡餅  門松  注連（しめ）飾り  お年玉   

コメント(6) 

 

コメントを書く場合はログインしてください。 

2008/12/23 17:51Commented by 花うさぎ さん 

・追記１ 

 
正月に親族一同が集まって新年会という伝統だけは切らすまいと、我が家がその伝統を

受け継ぎ、毎年、ほとんど手作り料理で新年会を開いています。少ない年で15-16人、多

い年で20人を超えますが、さすがに20畳のリビングルームでも一杯になります。 
 
29-31日はそのための準備で忙殺され、出費もバカになりません。特に家内の本当ぶり

には頭が下がります。でも一堂に会した親戚の笑顔に接すると「やって良かった」と思うの

でした(^^)。 
 
またしても私事で申し訳ございません。  

 

2008/12/23 19:34Commented by 花うさぎ さん 

・訂正です。 

 
誤 特に家内の本当ぶりには頭が下がります。 
正 特に家内の奮闘ぶりには頭が下がります。 

 
誤字、変換ミスが多くて申し訳ございません(--)。  

 

2008/12/24 11:21Commented by 花うさぎ さん 

・追記２ 

 
新年一般参賀（平成２１年） 宮内庁ＨＰから 

 
期 日：１月２日  
参入門：皇居正門（二重橋）  
    （午前９時３０分～午後３時１０分）  
退出門：坂下門，桔梗門（ききょうもん），乾門  

 
お出まし（予定）：  
○第１回及び第２回は，天皇皇后両陛下，皇太子同妃両殿下始めお出ましになれる成年

の皇族方  
○第３回以降は，天皇皇后両陛下，皇太子同妃両殿下，秋篠宮同妃両殿下  
    第１回 午前１０時１０分頃  
    第２回 午前１１時００分頃  
    第３回 午前１１時５０分頃  
    第４回 午後１時頃 
    第５回 午後１時５０分頃  

 
 以後のお出ましはなく，宮内庁庁舎前の特設記帳所において記帳又は名刺をお受けし

ます。  

 

2008/12/24 17:45Commented by kaigaramusi さん 

花うさぎさん、こんにちは。 

 
 小さいときから何気なしに行ってきた行事に 
深い意味があるのですね。 
日本は本当にすばらしい国だとおもいます。 
あらためて、日本に生まれてよかったな～と 
思いました。 
子供にも同じように感じて欲しいです。 

 
 花うさぎさん宅は、本家なのですね。 
にぎやかな様子が目に浮かびました。 
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お孫さんたちにとっても、大勢の年の違う 
親類の方々に囲まれるのは 
とても恵まれた状況なのでしょうね。 
 我が家も年末から正月にかけては 
毎年夫の実家で過ごします。 
近くに親戚やじいちゃん、ばあちゃんがいる 
という事は本当に恵まれているなあ 
と、ありがたく思っています。 
   

2008/12/24 19:36

Commented by 花うさぎ さん 

To kaigaramusiさん こんばんは。 
 
＞小さいときから何気なしに行ってきた行事に深い意味があるのですね。 

 
そうなんです。基本を忘れないよう私たちは次世代に伝えていきたいですね。 

 
＞花うさぎさん宅は、本家なのですね。 

 
そうか、本家という意識は持っていませんでしたが、一応長男です。 

 
>近くに親戚やじいちゃん、ばあちゃんがいるという事は本当に恵まれているなあと、あり

がたく思っています。 

 
これこそ日本の家族ですよ。家族・親族の和こそ、日本の日本たる基礎なんです。それを

破壊したい勢力もありますが。  

 

2008/12/25 10:25

Commented by 花うさぎ さん 

・追記３ 

 
今週号のSAPIO、小林よしのりのゴー宣スペシャルは「天皇論」の第一回です

が、エントリーで紹介したこととかなりダブっています(^^)。 
 
第一回は「無自覚な天皇尊崇」。面白くなりそうです。  
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